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「光触媒による室内の臭気対策�
－研究課題と各社の開発状況－」�

　大同工業大学産学連携共同研究センター内に、臭気評価・制御研究ラボラトリーを開設して

３年目を迎えた。当ラボラトリーでは、いくつかの研究課題に取り組んでいるが、その中の一

つに光触媒を用いた室内の臭気対策に関する研究がある。光触媒を利用した製品は、防汚、

抗菌、消臭効果などがあるとされ、光触媒機能が組み込まれた空気清浄機、カーテン、壁紙

などが開発され、室内環境においても活用されている。�

　しかしながら、それらの製品の日常生活での消臭効果が実際に明らかにされていることは少

なく、光触媒によって物質が分解される過程における中間生成物や分解後に生成された物質についても検討が必要と考え

られている。そこで、当ラボラトリーでは、日常生活において製品が使用される状況を想定し、消臭効果の検討を行うと

ともに、中間生成物等の測定を試みており、成果は平成１３年度、１４年度に大同工業大学産学連携共同研究センター主催

で開催されたにおい研究交流会でも発表させていただいている。�

今回の特集では、光触媒機能と室内における臭気対策製品への光触媒の適用の可能性を大同工業大学情報学部山内五郎

教授にご執筆いただいた。また、光触媒製品の開発に関して各社の取り組みを東芝ライテック株式会社、東亞合成株式会

社、株式会社ノリタケカンパニーリミテドで実際に開発に携わっておられる方々にご執筆いただいた。お忙しい中、ご執筆

いただいた方々に厚く御礼申し上げます。�

◆『光触媒による室内の臭気対策－研究課題と各社の開発状況－』�
　 建築学科　助教授　光田　恵�
◆ 情報学科　山内 五郎  教授�
　 「なぜ脱臭に光触媒なのか？」�
◆ 東芝ライテック株式会社  技術統括部 環境保全・材料技術部・材料応用技術担当　�
　 齋藤 明子  主務�
　 「高齢者施設における可視光応答型光触媒を応用した照明製品の消臭効果」�
◆ 東亞合成株式会社  機能製品事業部 機能製品研究所 高機能製品グループ�
　 高木  修  主事�
　「吸着・光再生型消臭剤の開発」�
◆ 株式会社ノリタケカンパニーリミテド  ＳＤＰ�
　 加藤 真示  ナノテック・グループ・リーダー�
　 「わが社における光触媒脱臭への取り組み�
　　　　　　　　　～悪臭防止から室内環境改善まで～」�

◆CRCからのお知らせ�
● 電気電子工学科の佐藤義久教授が平成１５年度電気学会「著作賞」受賞�
● 電気電子工学科の西村政信講師が照明普及賞・照明普及功労賞受賞�
● 「第１３１回燃料電池部会」開催�
● 「愛知中小企業家同友会／４地区合同例会」開催�
● 共同実験室および産学交流室のご利用について�

◆社会交流エクステンションセンターからのお知らせ�

社会交流エクステンションセンターから�
のお知らせ�
社会人対象�

大同工業大学では、社会人の皆様に参加いただける公開講座を企画いた�
しました。「ものづくり」「教養・文化」「スキルアップ」のための講座です。�

公開講座のお知らせ�受講者募集�

金属工房 銀のスプーンをつくろう！�
先着２０名／教材費のみ２,０００円／申込受付中／�
１０月１１日（土）・１８日（土）両日とも１０：００～１５：００�
会場：大同工業大学�

もの�
づくり�

数学点景 ～数学って何やってるの？～�
名古屋市生涯学習センター大学連携講座�

５０名／無料／申込９月１６日まで／�
１２月２日（火）・９日（火）両日とも１９：００～２０：３０�
会場：名古屋市生涯学習センター（中区新栄３-１５-４５）�

教養�
文化�

機械製図 図面の読み方・描き方�
３０名／１０,０００円／申込受付中／�
１０月（６日間）各日とも１８：００～２０：００�
会場：大同工業大学�

スキル�
アップ�

女性�

　　問い合わせ・申し込み先�
　 大同工業大学 社会交流エクステンションセンター��
　 ＴＥＬ（０５２）６１２－６２０９　 ＦＡＸ（０５２）６１２－５６２３�
　 Ｅ－Ｍａｉｌ：ext@daido-it.ac.jp

建築学科  助教授�

光田   　恵�
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東芝ライテック株式会社  技術統括部 環境保全・材料技術部・材料応用技術担当   齋藤 明子 主務 

「高齢者施設における可視光応答型光触媒を�
　　　　　　　 応用した照明製品の消臭効果」�

山内 五郎 教授 

 「なぜ脱臭に光触媒なのか？」�

 「吸着・光再生型消臭剤の開発」�
［はじめに］�

ペットの排尿や体臭、煙草などに含まれている悪臭ガス成分

であるアンモニアに対し、各種の消臭方法が検討されている。

弊社では、アンモニア吸着剤に光触媒機能を付与することで、

吸着したガスを光分解させて吸着機能を再生する“吸着・

光再生型消臭剤（試作品名XL-１０）”

を試作して性能を評価した。��

［試験目的と方法］�

XL-１０を２ｇ/㎡添着した石英ろ紙２５

㎝２を１枚封入したテドラーバッグ　に、

東亞合成株式会社  機能製品事業部 機能製品研究所 高機能製品グループ   高木 修 主事�

R

　酸化チタンが紫外線を吸収すると、酸化チタンに吸着している

分子が最終酸化成生物までに分解する反応がおきます。吸着して

いる生成物が臭気を有する分子であった場合には、分解し、臭気

を伴わない分子への分解がおきます。これは、酸化チタンが光

触媒効果を有するためです。�

　この光触媒効果は、紫外線の吸収により酸化チタン内部に生成

する正孔の持つ強い酸化力に起因します。酸化チタンは半径がせ

いぜい数十ナノメートルであるため、紫外線吸収時に発生した正

孔と電子が出会うことなく表面に到達し、このうちの正孔が吸着

分子を分解することになります（図参照）。�

酸化チタンはさまざまの分野での応用が進んでいますが、実用化

するうえで重要なことは、初期特性の良さは当然のことながら、

耐久性や長期信頼性を確保することです。酸化チタンを他の無機

物と組み合わせた場合はまだ良いので

すが、有機物や金属と組み合わせた材

料では、機械的、電気的、化学的、

熱的特性の不一致から思わぬ苦戦をし

いられますので特別な工夫が必要とな

ります。諸特性の不一致を

克服した例として、酸化チ

タンの光触媒効果とＰＴＦＥ

ベースの超はっ水材料を組

み合わせることによる、防

臭防汚超撥水介護ベッド、

防水防汚携帯電話マイクロ

フォンなどがあげられます。

�

　酸化チタン光触媒は、透明膜を形成できることやランプの

光に含まれる紫外線で励起できることから、防汚・消臭を目

的とした照明製品へ応用されている。とくに最近は、可視光

応答型酸化チタンが研究開発され、性能が大幅に向上してき

ているため、屋内照明器具への応用が期待される。図１に筆

者らが開発した照明器具の

ホルムアルデヒド除去効果

を示す。活性炭方式の空

気清浄機より除去効果の即

効性は低いが、触媒面が常

に光で活性化されているこ

とから、持続性は高い。一

方、室内臭気の問題のひと

つに、排泄物のにおい・体

臭・薬品臭などの介護臭を

主体とした高齢者施設内の

臭気がある。これらのにおいは、入居者の家族が面会を行う

場合や病院職員の訪問時、施設職員が常時介護を行う上で、

軽減が望まれている。そこで、本照明器具を高齢者施設に

設置し、設置前後で臭気濃度を比較した。図２に測定結果を

示すが、臭気濃度は約１／２まで下がっている。また、この�

�

ときの不快度評価ではそれぞれ1

ランク下がり、不快感が改善されて

いる。光触媒付き照明器具は、空

気清浄機のように積極的に気流を発生できないため、即効性

には欠けるが、既存設備である照明を点灯しているだけで、

自身の熱で発生するゆるやかな対流により、時間をかけて脱

臭できるといった利点がある。今後、シックハウス症候群の

原因となるVOC除去やその他の脱臭に関しても、応用範囲

の拡大が期待される。�

図  ナノ微粒子酸化チタン光触媒反応の原理�

図２ 高齢者施設内臭気濃度変化�
（３点比較式におい袋法による大同工業大学の測定）�

図１ ホルムアルデヒド除去効果�
JAMAに準じたボックス（１m３）内で測定�

時間（hr）�
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株式会社ノリタケカンパニーリミテド  研究開発センター   加藤 真示 

 「わが社における光触媒脱臭への取り組み�
　　　　～悪臭防止から室内環境改善まで～」�

アンモニア濃度６ppm（６段階臭気強度３.５～４に相当）のガ

スを１　注入し、光照射強度を変化させた場合のテドラーバッ

グ中の残存ガス濃度をガス検知管（ガステック製）で測定し、

実用ガス濃度域での光照射強度とガス分解性能の関係を検

討した。また、テドラーバッグ中にアンモニアガス濃度３００ｐ

ｐｍ，１時間暗所で静置した場合のガス残存率からガス吸着性

能を他社品（石原産業製ST-０１）と比較した。�

［結果と考察］�

図１に光照射強度と残存ガス濃度の変化を示した。表１にガ

ス残存率の比較結果を示した。�

光照射強度に比例してガス濃度は減少することから、紫外線

照射によりガス分解性が発現していると考えられた。更に、

残存ガス濃度も低いことからガス吸着性能も発揮されている

と考えられた。�

以上から、XL-１０は、実用ガス濃度・室内光条件下（１５～

３０μW/㎝２）でも光触媒性能とガス吸着性能を兼ね備えた消

臭剤であった。�

参考文献：桑山季夫 ,光田 恵ら，２００２年度におい研究交流会研究     
　　　　　論文集 , p.p.３３-３６�

�

　光触媒が脱臭の分野に応用されるようになったのは１９９０年頃

からであり、ここ数年でようやく光触媒脱臭というカテゴリーが

市場に定着したといえる。昨年から光触媒製品の性能評価に関

する標準化も本格的になり、産官学連携によるＪＩＳ化や国際標

準化（ISO）への取り組みが進められているのが現状である。�

脱臭用光触媒フィルター　市販されている光触媒材料のほとん

どがアナターゼ型の酸化チタン（ＴｉＯ２）であるが、同じＴｉＯ２

を使用してもフィルターの構造、材質および添着剤などの付加

的要素の違いによって脱臭効果は著しく異なる。弊社光触媒フィ

ルター（図１）の特徴は、まず、基材に光触媒用として独自開

発したセラミックス多孔体を使用している点である。このセラミッ

クス多孔体は空気中の悪臭ガス

との接触効率が高い３次元網目

構造であるとともに、コーティ

ングしたＴｉＯ２層に対して光触媒

作用に必要な紫外線が隈なくあ

たるように調整されている。ま

たＴｉＯ２層はナノサイズ（約８ｎｍ）

の一次粒子からなっており、さ

らにその表面には金属助触媒が分散担持されている。この金属

助触媒は、特に硫化系ガスに対して酸化分解を促進する効果をもっ

ている。�

光触媒による悪臭防止対策　弊社光触媒脱臭装置の設置例を図

２に示す。設置場所はショッピングセンターの屋上であり、共同

住宅が隣接する環境にある。ショッピングセンター内の中華料理

店からの厨房排気ダクトに光触媒脱臭装置を施工し、４ヶ月経過

後の臭気測定結果を表１に示した。光触媒脱臭装置では光触媒

の酸化分解の作用により脱臭効果が持続するため、運転開始４ヶ

月後も臭気濃度での脱臭効率が８２％、硫化水素は除去率８１%

を保持することが実証でき、東京都条例規制値（排出口臭気指

数２４以下）を満足する結果となった。また、光触媒フィルター�

�

は専用洗剤によって洗浄でき、定期的

なメンテナンスにより脱臭性能を回復

させることが可能である。��

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

光触媒による室内環境改善　室内環境における光触媒脱臭のター

ゲットは、オフィス・住宅ではタバコ臭やＶＯＣ、病院・福祉施

設ではそれに加えてアンモニア臭、加齢臭、薬品臭などが挙げ

られる。それらの成分は基本的には光触媒ですべてが分解可能

である。ただし、喫煙所など厳しい使用環境においては、光触

媒フィルターへの有機物の付着が著しくＴｉＯ２表面が有機物に覆

われて失活するケースも多々見受けられる。したがって、脱臭

力の持続性に優れる光触媒フィルターも定期的なメンテナンス

や交換が必須であり、ランニングコストをいかに抑えるかが光触

媒脱臭のシェア拡大の鍵であると考える。また、人体への安全

性を確認する意味から２次生成物のチェックも必要である。図３

はタバコ臭による光触媒フィルター通過前後のGC-MSチャート

であり、トルエン換算で有機分の９０％が除去できることが判明

するとともに、有害な２次生成物が発生していないことが認めら

れた。�

リッ�
トル�

図１ 脱臭用光触媒フィルター�

図２ 光触媒脱臭装置の設置例�

表１ 光触媒脱臭装置を４ヶ月運転後の臭気測定結果�

脱臭処理前�

３０�

９７０�

２.７�

食用油臭＋炒め油臭�

脱臭処理後�

２２�

１７０�

＜０.５�

わずかに食用油臭�

脱臭効率�

－�

８２％�

８１％＜�

－�

測定項目�

臭気指数［－］�

臭気濃度［－］�

硫化水素［ppb］�

臭　　質�
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電気電子工学科の佐藤義久教授が�
 　平成１５年度電気学会「著作賞」受賞�

C R C か ら の お 知 ら せ �
電気電子工学科の西村政信講師が�
 　照明普及賞・照明普及功労賞受賞�

「第１３１回燃料電池部会」開催�

�

共同実験室および産学交流室のご利用について�

  共同実験室…ミドリ安全エア・クオリティ（株）殿�
  産学交流室…愛知中小企業家同友会�
 　 　　　　　「新市場創造研究会」殿�
  　　　　　　「エントロピ豊明」殿�

　電気電子工学科の佐藤義久教授は、「図説・電力システム工学　
電気をつくる・送る・ためる」という先生の著作が、電気学会総会
で、平成１５年度「電気学術振興賞・著作賞」を受賞された。電気
学会の著作賞は、昨年まで２年間受賞該当者がなかったことから、
佐藤先生の受賞は、３年ぶりの快挙となる。�
　本書は、資源エネルギー論から説き起こし、水力発電、火力発電、
原子力発電から、風力発電、バイオマス発電などの再生可能エネル
ギーまでを、図表を用いて分かり易く解説、更に最新の核融合、超
電導までを網羅する電力システム工学のハンドブック的な解説書。�
　なお、７月１７日、先生のご専門の風力発電実験装置が、滝春校舎
の正門内側に設置された。�
全方位の風で回るダリウス型風車を用い、風向・風速が急変する都
市の風を有効活用する為の種々のフィールド実験が行なわれている。
�

日時／５月２３日（金）１５：３０～１７：３０�
場所／本学  Ａ棟１４Ｆ  交流室�
　東邦ガス 総合技術研究所の見学の後，本学の燃料電池ラボラ
トリーを見学された。�
見学に先駆け「大同工大のＰＥＦＣの取組みについて」と題して
本学工学部機械工学科堀教授が講演を行いました。伊藤部会長
をはじめ３２名のご出席を得て熱心な見学会となりました。�

「愛知中小企業家同友会／４地区合同例会」開催�
日時／８月２１日（木）１７：３０～２２：００�
場所／本学  Ａ棟１４Ｆ  交流室及びラウンジ�
第１分科会（理系）：「エントロピ豊明」山本代表及び本学より「産
学連携の現状」について報告�
第２分科会（文系）：日本福祉大学 中村助教授、㈲ホウトク 水谷専
務より話題提供があった後、「狙え！セカンド・ハーフ市場」のテー
マで討議�
�　「産学連携とは」から始まり「産学連携の進め方」「中小企
業にとっての開発研究のあり方」等幅広い議論の展開があり，
討論の後は懇親会で更に親睦を深め，有意義な合同例会となり
ました。�

　電気電子工学科の西村政信講師は、「照明工学」、「色彩学」など電気応用の
講義を通じて、照明に関する教育と普及ならびに人材の育成に努められている。�
　「照明基礎講座スクーリング」の講師をはじめ、各地の講演会、研究会の
講師を通じて、学生や専門家のみならず、数多く
の方に対して照明普及活動を実施されている。�
　また支部活動においては、「照明普及賞の地
区審査委員」と「東海支部評議員」を長年担当
されているほか、平成１４年には、「照明学会全
国大会の実行委員」として活躍され、大会を成
功裏に導かれるなど、支部活動の発展にも貢献
されている。�
　以上のように同氏の長年にわたる照明の普及
活動や人材育成活動等が評価され今回の受賞
となった。�

図３ 光触媒によるタバコ臭成分の分解（ＧＣ-ＭＳ分析）�
図４ ＶＯＣ対応光触媒装置「デオボード」�
　　（８６０Ｗ×２００Ｄ×１４７０Ｈ mm）�

山本代表� 懇親会風景�

西村講師�

見学風景�

佐藤教授�
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